
 

 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 3.0％安と 3週続落、今週も神経質な展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 3.0％安と 3 週続落。インフレの高進や利上げの加速で世界景気が後退するとの警戒感が強まり、相

場の重しとなった。週明け 20 日は前週末比 2.0％安と大幅に続落。終値で心理的節目の 2400 ポイントを下回り、昨年

11 月 4 日以来の安値を付けた。翌 21 日は機関投資家を中心に

押し目買いが入って反発し、2400 ポイントを回復したが、22－

23 日は大幅な続落。再び節目を割り、23 日終値は昨年 11 月 2

日以来、約 1 年 7 カ月ぶり安値で引けた。売られ過ぎとの見方

から買い戻す動きも広がったが、積極的な買いにつながる目新

しい材料に欠ける中、勢いは限定的だった。米国の金融政策を

にらんで今週も神経質な展開か。国内では 29 日に消費者信頼

感指数、30 日に景況感指数がそれぞれ発表される予定。 

 

【ロシア】 RTS指数は 7.6％高と大幅に 4週続伸、今週も原油・為替相場が焦点か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は 7.6％高と大幅に 4 週続伸。主力のノバテク、セヴェルスターリ、ズベルバンク・オブ・ロシアが 2 桁

高となったほか、ルーブルの大幅高も指数を押し上げた。週明け 20 日の RTS指数は前週末比 3.2％高。エネルギーのノ

バテクが 11.7％高、金融のズベルバンク・オブ・ロシアが 6.0％

高となり、指数を押し上げた。その後は 23 日まで 4 日続伸し、

24 日に小幅に反落した。ルーブルが対米ドルで 7 年ぶりの高

値をつけ、週間で 5.7％高となったことも米ドル建ての RTS 指

数を後押ししている。個別では、ノバテクが 14.5％、鉄鋼のセ

ヴェルスターリが 11.4％、ズベルバンク・オブ・ロシアが 11.2％

上昇した一方、産金のポリュスが 8.9％、エネルギーのガスプ

ロムが 6.2％下落した。今週も原油・為替相場が焦点か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 2.6％安と 3 週続落、今週は引き続き軟調な展

開か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 2.6％安と 3 週続落。世界的な景気減速懸念を背景にリスク回避傾向が強まった。週明け 20 日の VN

指数はリスクオフの流れが強まり、前週末比で 3.0％の大幅安。その後、22 日まで 4 日続落すると、23 日は 1.7％高と反

発したものの、週末の 24 日は 0.3％安と反落し、た。指数は 22

日に一時 1162.06 ポイントまで下落し、5 月 17 日以来の安値

をつけた。個別銘柄では食品加工のベトナム・デイリー・プロ

ダクツが 7.2％高、金融のベトインバンクが 5.1％高と上昇した

一方、公益のペトロベトナム電力総公社が 15.8％安、エネルギ

ーのペトロベトナム・ガスが 14.9％安と急落した。また、パソ

コン・携帯電話販売のモバイル･ワールド･インベストメントが

7.5％安となり、指数を押し下げた。今週は引き続き軟調か。 
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【先週の動き／今週の展望】SET 指数は 0.6％高、観光業

支援プログラムの延長を好感 

SET 指数は週間で 0.6％高と 3 週ぶりに反発。不安定な値動

きが続いた。週初の 20 日は銀行株やエネルギー株が売られた

一方、観光関連株が買われ、指数は前営業日からほぼ横ばい。

21 日は政府が観光業への支援プログラムの延長を決めたこと

が好感されて、前日比 1.0％高と 5 営業日ぶりに反発した。た

だ、勢いは続かず 22 日に反落すると、23 日は 5 月の貿易赤字

額（通関ベース）が市場予想を上回った影響などで続落。24 日

は前日の NY ダウが上昇した流れを引き継ぎ、反発して取引を

終えた。今週は 29 日に 5 月の鉱工業生産が発表される予定。

外部要因では OPECプラスの閣僚級会合が焦点になりそうだ。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.4％安、20年 5月以来の安値更新 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.4％安と 5 週続落。週

半ばまでは荒い値動きとなったが、後半は狭いレンジで推移し

た。週初の 20 日は、マレーシア産パーム油先物価格の急落が

指数下落を主導し、前営業日比 1.1％安と続落。一方、21 日は

引け際の買いが奏功し、1.2％高と 3 日ぶりに反発したが、22

日はインフレ加速と景気後退に対する警戒感を受けて終盤に

売られ、前日比 1.8％安と反落した。23 日は前日からほぼ横ば

いで 20 年 5 月以来の安値水準が続いたが、24 日は 3 日ぶりに

反発して引けている。今週は国内の重要イベントが少なく、中

国の 6 月の製造業 PMI などの外部要因が意識されそうだ。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 1.5％

高、中央銀行が 16会合連続の政策金利据え置きを決定 

ジャカルタ総合指数は週間で 1.5％高と 3 週ぶりに反発。じ

りじりと上値を広げた。週初の 20 日は引け際に買われて反発

すると、21 日は終値で前日比 1.0％高と 3 営業日ぶりに 7000

ポイント台を回復。22 日はこの水準を挟んでもみ合った後、終

値では反落したが、23 日は中央銀行の金融政策決定会合で、今

年の経済成長率の見通しが 4.5－5.3％に据え置かれたことなど

を受けて買い戻された。政策金利は景気回復を支援するため、

16 会合連続で 3.50％に据え置かれている。指数は 24 日まで続

伸して引けた。今週は 1 日に 6 月の CPI が発表される予定で、

前年同月比の上昇率は 3 カ月連続で 3％台になる見通し。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.4％高、5月の鉱工業生産は前年同月比 13.8％増 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.4％高と 3週ぶりに反発。

狭いレンジでの値動きが続いた。週初の 20 日は小幅反落した

が、21 日はセムコープ・インダストリーズが指数上昇をけん引

し、終値で 4 営業日ぶりに 3100 ポイント台を回復。一方、22

日はパウエル FRB 議長の議会証言を目前に控え、景気後退に

対する警戒感が高まった影響で反落すると、23 日は前日の証言

で積極的な金融引き締めを継続する方針が示されたことで小

幅続落した。ただ、24 日は 5 月の鉱工業生産が前年同月比

13.8％増と市場予想から上振れた効果で買われ、3 日ぶりに反

発して引けている。今週は外部要因が指数を左右する展開か。 
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